
北北岳岳  

山行日：2018.7.2～7.4  会山行 4 名参加    天候：晴れのち雨 

コース：2 日甲府/9:05－広河原/11:00－白根御池小屋/14:303 日 5:40－八本歯コル

/9:40—北岳/11:45－北岳肩ノ小屋/13:00－白根御池小屋/15:354 日 5:50—

広河原バス停/8:15/10:00－甲府/12:00 

 

                       きれいな 

                       野呂川広河原 

                       インフォ 

                       メーション 

                       センター 

 

 

 

 

吊橋から目指す北岳が見えていた。   広河原山荘を通って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しばし頑張りがつづく。北岳御池小屋近くで御池小屋主人が 

ネパール人と登山道の補修作業を行っているのに出会った。そのとき御池小屋からの従業員より雪渓から登

山者が滑落したとのことでレスキューの要請があり、すぐ小屋へ引き返していった。間もなく左の大樺沢 

                         にヘリコプターがやってきて救助していたようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



14:30 白根御池小屋に着く 

小屋からは北岳山頂が目の前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またもやヘリが、今度は大樺沢上部を行ったり来たりしていた。小屋と無線で連絡を取り合って 

                   いたので救助作業の 

                   ようである。その後 

                   間もなく救助後なのか 

                   若いレスキュー隊員 

                   2 名が疲労感を漂わせて 

                    小屋に立ち寄りすぐ 

                   下山して行った。 

鳳凰三山が夕陽を浴びていた      ゆったりした作りの食堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翌朝、大樺沢雪渓ルートを避けできるだけ夏道を行く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              八本歯の梯子群に取りつく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         八本歯 

のコル 

                         に出た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

この時、甲斐駒ケ岳山頂が見えていたがこののちガスで隠れて全く見えず 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池山吊尾根の奥に富士山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          吊尾根分岐         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本一の３０００ｍ天空の稜線漫歩コース、農鳥岳～西農鳥岳～間ノ岳～中白峰～北岳 



中央アルプス空木岳、宝剣岳、木曽駒ケ岳を望む           

                                 いよいよ北岳まであと僅か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待望のお花畑               右下に北岳山荘が     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙丈岳がようやく見えてきたが甲斐駒は相変わらず雲の中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            北岳肩ノ小屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                                          地蔵岳の 

                                          オベリスクが 

                                          やっと見えた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草すべり分岐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白根御池小屋に連泊 

若い作業員が多く挨拶も良くできており且つ館内の清掃が行き届いていた 

                         翌日は小雨の中、早々に広河原バス停へ向かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


